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	今年も 開催決定！
	ハッカツオン
	日時：2026年10月10日（土）10:00-15:30
	最先端技術を見て聞いて 体感してみよう

	参加費：無料（定員50名）
	一般参加申込は 9月開始予定！


	当日の予定
	10:00　開会の挨拶
	10:15　ゲスト講演
	10:30　発表開始
	13:30　表彰＆講評
	14:00　交流会開始
	14:15　スペシャルゲスト公演
	15:30　交流会終了　
	なぜ気仙沼？
	人口減少という課題に挑む最前線
	社会課題と技術の接続を図る
	地域内の産業DX推進中

	12:00　投票＆審査（お昼休憩）
	協賛企業 絶賛募集中！ プラチナ 100万円 ／ ゴールド 50万円 ／ シルバー 30万円 物品・サービス提供による協力も大歓迎。


	「気仙沼ハッカツオン」とは？
	地域社会と国内外の技術者などが協働し、社会課題に対する解決策を共創することを目的とした地域密着型ハッカソンです。国内外の開発者やデザイナーが一地域に滞在し、自治体・市民・NPO・産業と連携しながら、課題理解からプロトタイプ開発、社会実装に向けた検証を目指します。

	概要
	9/28(日)〜10/11(日) 　滞在型プログラム
	10/2(金)〜8(木) 　ハッカツオン(開発）
	10/10(土) 　成果発表会
	国内外から集まった開発者が市内に滞在し、市内各所を訪れながら地域への理解を深め、課題理解を深める。
	地域の課題解決を目指し、集中開発。各所でフィードバックを得ながらプロトタイプを構築。
	開発成果を広く発表します。 一般市民や行政からのフィードバックを直接得ながら、交流を深めます。
	研究助成・協力：トヨタ財団、NPO法人「人間の安全保障」フォーラム

	最新情報はこちら！



